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第2節 独占資本主義段階の景気循環の変容 

(1) 独占的市場構造の特徴 

高い市場集中度と参入障壁→部門内競争と部門間競争の制限が可能 

⇒ 競争が全面的に支配した場合に比べて高い価格を長期間維持することが可能 

＝平均より高い利潤率の長期的な実現が可能 

① 高い市場集中度 

(a) 個々の企業の生産量の増減 

 →供給総量に大きな影響→価格に影響 

 競争下では 1 企業の供給制限→他企業の供給増 

(b) 企業間における協調 

 企業数減少は協調成立の可能性を高める 

＊    競争を制限し部門内企業が価格を支配する可能性 

 ただし，    競争は制限できていない 

⇒価格支配は一時的・短期的な可能性にとどまる 

② 参入障壁の存在 

参入障壁：他部門からの参入を制限する諸要因⇒    競争の制限 

(a) 参入による生産量の増加と市場規模 ― 参入障壁(A) 

最小必要生産能力の膨大化  

独占的市場構造が形成されている部門＝生産設備 1 セットが     

参入による生産設備の増加 

→その生産部門の供給能力を   状に増加 

→価格または設備稼働率の大幅な    

   (稼働率の低下→生産物 1 単位当たり   費用増加) 

⇒参入期待利潤率*の大幅な低下 *参入によって長期的に実現できると期待される利潤率 

＊その部門への需要が変化⇒高さが    

(b) 既存企業のコスト面での優位性 ― 参入障壁(B) 

 既存企業は一般にコスト面で優位性を持つ 

1. 生産技術の排他的利用(特許や秘密保持) 

2. 原料資源の占有・原料部門の兼営等 

3. 流通組織・運輸機関等の独占的支配 
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4. 広告・宣伝の継続的・累積的効果 

(これらは企業のグループ化の誘因・優位性) 

＊その部門への需要が変化⇒高さは    

(c) 既存企業の闘争的対抗手段の可能性 ― 参入障壁(C) 

  (A)・(B) 要因を既存企業が参入企業に対する意図的な対抗手段として利用 

(CA) 余裕能力を利用して意図的に供給増大 

余裕能力：独占企業は需要規模より大きめの生産能力を保有 

⇒小幅の需要の変動に対して    の調整によって対応 

参入による供給能力増大＋既存企業の意図的な供給増大→価格・稼働率の低下→利潤率の    

(CB)上の(CA)要因以外のすべての対抗手段 

既存企業が(B)の優位性を武器に対抗 

例：参入企業の広告宣伝活動に対する既存企業の対抗的な広告宣伝活動 

潜在的参入企業は既存企業の   的行動を考慮して参入期待利潤率を推計する必要 

 

(2) 独占企業の行動原理 

① 利潤の長期最大化のための協調的行動の合理性 

(a) 協調による価格支配の可能性 

 独占的市場構造の形成→価格支配が可能 

(b) 敵対的な行動の不利益 

独占企業間の価格切下げ競争の特徴 

ある企業が市場占有率拡大をめざして，攻撃的な価格政策＝価格切下げを実行したら？ 

他の企業は？対抗的な価格切下げ→価格切下げ競争 

独占企業は耐久力をもつ→価格切下げ競争の    

競争市場における対立  独占企業間の対立 

→お互いが深刻な損害をこうむる可能性 

⇒独占企業全体の利益の   最大化をめざす方が自己の利益 

(c)固定資本の存在  

独占部門：巨額の固定資本を保有 

破滅的価格切下げ競争→固定資本回収の    

勝者の一時的高利潤  回収不能となった固定資本価値 
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投下した固定資本価値の安定的な回収の重要性 

(a)～(c)⇒潜在的な激しい競争を抑制し価格協調を行なう強い蓋然性 

これらの条件が消滅または弱化⇒潜在化していた競争・対立の   化 

② 利潤の長期最大化のための計画的行動の可能性 

高い市場集中度＝部門全体の生産能力に占める個別企業の生産能力の比率が    

(a) 部門全体の需給の状態の把握 

(b) 自己の生産量の増減・生産能力の追加が部門全体に与える影響の予測 

(c) 協調的行動によってライバル企業の行動の不確定性が低下 

＊長期的条件を考慮した計画的行動が可能かつ合理的となる 

 

(3) 独占企業の設備投資決定原則 

① 設備投資と利潤の長期最大化 

生産能力の過剰化→利潤率   or 価格協調の    

独占価格の維持＝長期･安定的な独占利潤獲得 

⇒設備投資に関する適切な判断と決定の必要性 

② 設備投資と需給関係 

生産設備１セットが巨大で分割不能 

＝当該部門の生産能力に占める割合が    

⇒設備増設の需給関係への影響の予測が    

⇒予想限界利潤率*の予想・推計が    

*予想限界利潤率：生産設備 1 セットの増設によって長期的に実現できると期待される利潤率 

③ 独占企業の設備投資決定の基本的特徴 

設備投資が利潤率と価格   に与える影響を考慮して 

予想限界利潤率を慎重に予測・検討 

⇒独占利潤の長期安定的獲得のために設備投資の是非について有効な判断・決定を行なう 

④ 慎重な設備投資行動 

(a) 生産設備１セットの増設＝生産能力の   状の増大⇒過剰生産能力の発生 

(b) 増設企業が価格切下げによる販路拡大を意図 

→他の企業も     によって供給増大 

⇒価格協調の破壊＝価格   競争の現実化 
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最劣等の企業でも巨大独占企業＝強い抵抗力 

＝価格切下げによるシェア拡大は     

 ⇒長期にわたる大幅な利潤率低下の可能性 

(c) 価格切下げ競争の回避 

過剰生産能力を発生させた企業が  稼動率・  利潤率を長期にわたって負担 

(d) 過剰生産能力発生への警戒 

過剰生産能力を発生させた場合 

 価格切下げ競争の現実化⇒利潤率の大幅な低下 

 増設企業の低利潤率・低稼働率の負担 

いずれも利潤の   最大化目標に反する 

⇒設備拡張投資に対する慎重な行動 

⑤ 余裕能力の役割 

(a) 参入障壁の有力な形成要因 

参入の危険性が生じた場合の対抗手段＝余裕能力の活用による供給    

→価格   ＝参入期待利潤率の低下 

(b) 需要の一時的・小幅な増大への対応 

1. 設備投資⇒生産能力の階段状の増大 

2. 設備増設：長期の   期間が必要 

3. 生産能力のフル稼働による供給：需要の小幅の増大への即時対応が    

＊余裕能力の保有⇒部門内   の維持・拡大が可能 

予想限界利潤率が投資基準利潤率を超えると予想される場合に設備投資を実行 

投資基準利潤率は次の条件によって変化し，その水準は厳密に確定できない 

(α) 有利な   機会の見通しとその際の期待利潤率の高さ 

(β) 独占企業の保持する   基金の量 

(α)が大きく(β)が小さい場合⇒投資基準利潤率   

(α)が小さく(β)が大きい場合⇒投資基準利潤率   

後者の場合 

 低利潤率の部門に参入・投資？ 

 新生産物の開発や輸出の追及→資本を流動的形態で保持し運用 

⇒独占段階における金融・   的取引の活発化 
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(4) 全般的市場停滞期における新生産方法導入をめぐる投資行動 

① 新生産方法導入の誘因－競争的市場との比較 

(a) 共通点：新生産方法導入⇒特別剰余価値の取得 

新生産方法導入の誘因を弱める要因 

1. 旧式設備の残存価値 

更新投資の際に新生産方法を導入 

 ⇒旧式設備に残存価値があれば償却   による損失 

2. 生産能力と販路 

 新生産方法→一般に生産能力の増大をもたらす 

 ⇒販売拡大ができなければ稼働率   ⇒その分だけ利潤増大は    

(b) 相違点 

1. 旧式設備の残存価値 

【競争的市場】：多数の個別企業の存在 

  残存価値の少ない旧式設備を持つ企業 

  参入企業(   設備をもたない) 

 による導入 

【独占的市場】：少数の巨大企業 

市場停滞の条件下では新投資は問題とならない 

 早期更新の可能性：獲得される特別剰余価値と残存価値廃棄による損失との比較考量 

 新生産方法による生産能力増大→価格切下げによる販売拡大⇒    の維持 

 ⇒旧式設備の充分な償却(＝投下資本の回収)後の   時期において新生産方法導入 

2. 生産能力増大と販路 

【競争的市場】 

・当該部門の生産能力規模に比べて個別企業の生産能力の比重はきわめて    

  ⇒新生産方法導入による生産能力増大が生産総額・市場価格に与える影響は    

  ⇒費用低下分の若干の安売り→販路拡張が可能 

  ⇒残存価値の大小にかかわらず導入    

 ・導入による価格低下の既存設備に対する影響 

  他企業の新生産方法導入→価格   は必然 

  ⇒新生産方法の   導入⇒特別剰余価値の獲得 
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＊生産能力増大と販路の問題は障害とならない 

  ⇒新生産方法は早期に導入される  

【独占的市場】 

・設備拡張投資による新生産方法導入  

  生産設備 1 セットの巨大化 

  その部門の生産能力総量に占める比率の高さ 

  設備拡張投資による導入⇒旧生産方法による場合以上に生産能力    

  価格切下げによる販路拡張⇒独占企業間の価格   競争の可能性 

  協調の維持⇒稼動率の大幅   ＝利潤    

＊新生産方法の存在⇒設備拡張投資の促進要因にはならない 

・新生産方法の導入時期  

旧式設備の充分な   後の更新時期に導入 

  独占部門では新生産方法の導入が   される傾向 

  ⇔競争部門(競争段階) 

② 新生産方法導入の競争による強制作用－競争的市場との比較 

一部の企業が導入した場合の他の企業の行動 

【競争的市場】 

(a) 新生産方法の早期導入の促進 

新生産方法の導入・普及 

⇒生産量の増加・市場価格の低下⇒特別剰余価値・利潤の    

＊特別剰余価値獲得のための早期導入の促進  

(b) 新生産方法の導入の強制 

新生産方法の普及⇒市場価格の低下 

⇒旧式設備にとって利潤率の低下・損失の発生 

⇒損失を免れるための新生産方法の導入の    

＊市場が停滞的で市場価格低下傾向の場合：この競争による導入強制メカニズムが    

【独占的市場】 

独占価格は基本的に維持：価格競争の回避→非価格競争は    

(a) 既存設備の償却後の導入 

新生産方法の導入が遅れても独占価格が維持されていれば 
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⇒獲得が期待できる特別剰余価値は減少    

 なぜなら 

  新生産方法導入→生産能力増大→供給量    

  →市場価格低下→特別剰余価値の減少 

(b) 競争の強制作用の弱化 

新生産方法が普及しても独占価格が維持されれば，旧式設備の利潤率は低下    

⇒新生産方法の導入は強制     

 

(5) 資本蓄積の停滞基調 

競争段階における不況からの自動的回復メカニズム 

① 特別剰余価値の獲得をめぐる競争⇒生産・市場拡大の内的起動力 

② 投資需要を媒介とした市場・生産の相互誘発的拡大メカニズム 

① 独占部門の生産＝市場拡大の内的起動力 

(a) 新生産方法導入の誘因 

旧式設備の残存価値と販路の問題 

⇒導入は旧式設備の   終了後に一部の独占企業によって導入される 

⇒競争段階に比べて新生産方法導入は   傾向 

(b) 競争の強制作用 

一部の独占企業による新生産方法導入⇒価格切下げの回避＝   協調の維持 

⇒競争による導入・普及の強制作用の    

(c) 独占部門の一国経済に占める位置 

独占的市場構造が成立するのは一国経済の再生産構造において基幹的で重要な位置を占める部門 

＝設備投資の   を軸として経済全体の市場・生産拡大において 

中心的な役割を果たしていく   的産業部門  

なぜ，このような生産部門が独占部門になるのか？ 

景気回復・好況期において設備投資の群生による急速で大幅な需要拡大 

  ⇒巨額の設備投資・生産拡大→大規模生産のための機械制大工業が急速に発達 

  ⇒生産方法の改良・    上昇の急速な進展 

好況末期において新投資の急速な減少⇒需要の急速で大幅な縮小を経験する部門  

この景気循環の繰り返し⇒ 
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  資本の有機的構成の     

  最低必要    の増大 

 ⇒資本の集積・集中の運動が強力に進展 

 ⇒独占的市場構造の形成  

＊基幹的産業部門⇒独占部門 

 市場が停滞的な場合：設備投資の   発生がほとんど期待できない 

 ⇒独占段階において市場拡大を惹起していく内的起動力が大幅に    

② 独占段階の市場＝生産の誘発的拡大メカニズム 

(a) 余裕能力の存在 

独占部門への需要の波及⇒      の活用 

＝稼働率の上昇による生産量＝供給量の増大で対応  

＊設備投資の誘発⇒関連部門への波及の可能性   

(b) 独占企業の慎重な投資行動 

需要拡大が余裕能力を超えるような規模 

 ⇒各独占企業は需要拡大の動向を慎重に予測 

 ⇒大幅な需要拡大でない限り      の維持を優先⇒設備拡張投資を実行しない 

＊独占企業の慎重な投資行動 ⇒需要拡大の      波及は抑制  

(c) 設備投資需要の波及 

1. 設備投資需要の波及する部門 

 巨大産業の中枢的な労働手段や各種産業に広く利用される労働手段を生産する部門 

これらのための原材料生産部門(鉄鋼などの金属，化学製品，動力・燃料，建設資材)など 

＝基幹的産業部門＝   部門 

2. 投資需要の波及と独占部門 

⇒固定資本を含む群的な需要拡大  

→流動資本関連のみの需要拡大 

基幹的産業部門(独占)      基幹的産業部門(独占) 

 

関連部門(競争)        基幹的産業部門(独占) 

 

関連部門(競争)  関連部門(競争)  関連部門(独占) 

 

ある部門で設備投資が展開 
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3. 市場＝生産の誘発的拡大メカニズムの弱化 

 一国経済における基幹的産業部門 

＝急速な拡大再生産メカニズムにおいて重要な位置を占める生産部門 

 ＝   部門 

独占企業：余裕能力の保有・慎重な設備投資行動 

 ⇒需要拡大の発生→関連部門への波及⇒独占部門に波及 

＊独占部門で生産・投資の     的拡大が誘発されない限り 

経済全体の拡大・資本蓄積の強力な進展を促していく作用は著しく弱まっている 

独占段階では不況からの自動的回復メカニズムの 2 本柱がいずれも麻痺 

⇒社会的総資本の蓄積＝拡大再生産の進行を   的にする基本的傾向が支配  

＝独占資本主義段階の停滞基調 ⇒ 資本と労働力の構造的過剰化傾向 

停滞基調を逆転して急速な経済成長が実現するためには？ 

独占部門における設備投資競争を現実化するだけの大規模な需要の拡大が必要 

それだけの需要を発生させる可能性を持つのは？ 

α    部門の形成：画期的な新製品や新技術の登場 

β     ：急速な輸出拡大・軍事的対外侵略 

歴史的には 

α：自動車，エネルギー転換，電気機器，石油化学製品，エレクトロニクス技術，IT 革命等 

β：第 1 次・第 2 次世界大戦，朝鮮戦争，ベトナム戦争等 

これらが実現し大規模な需要拡大が現実化すれば 

⇒大規模な設備投資   →投資が   を呼ぶメカニズムが復活→急速な経済成長 

But，やがて競争段階の景気循環と同様のメカニズムで大規模な過剰生産恐慌の発生 

⇒独占企業の価格   と   力により過剰生産能力の暴力的破壊という恐慌の機能が弱化 

⇒   生産能力が長期にわたって残存 

⇒いっそう深刻な停滞：脱出のためには画期的な新生産物・大規模な対外膨張が必要 

 


